















狭小化 し,広範囲に骨造成 を施行す る必要がある
場合が多い。今回骨造成を行ったことでインプラ










【諸　言】インプラン ト治療は一般社会 に広 く認
知 され,欠 損補綴のオプションのひとつ として臨
床に取り入れられている。 しかし欠損部の骨量が










造成 を施行 しインプラント埋入 と残存歯の骨植の
回復により保存 し,補綴 した症例 を報告す る。
【症例 の概要】27歳女性で83,42,71,32,73動揺
による咀嚼障害,83,71,73残存による審美障害













【考　察】一般的に歯槽骨 は歯 を失 うと消失する
ことが知 られている。本症例の様 に中切歯,犬 歯
が先天性欠如していても乳歯が存在することで垂
直的な骨の消失が少なかったと考 えられ る。しか
し水平的に著 しい歯槽骨の吸収がみられ,既 存骨
のインプラン ト埋入は不可能であった。本症例に
おいて①骨膜からの血液供給②術後の裂開の防止
